
 

国際委員会 レクチャー 

『『海海外外のの日日本本庭庭園園事事情情  

アアメメリリカカ西西海海岸岸のの事事例例をを中中心心にに』 

■ 日 時 ： 平成 29 年 10 月 10 日（火） 17：30～19：00 

■ 会 場 ： 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 会議室 

■ 主 催 ： 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 

■ 講 師 ：  小林 竑一 さん 

■ 趣 旨 

日本政府は、海外の日本庭園の価値を再評価し、「海外の日本庭園は日本文化の発信の場でもある。

適切な管理を支援することで、多くの外国人に関心を持ってほしい。」というような思いで、日本

の伝統文化を伝える海外の日本庭園の修復を集中的に推進する事業が進められている。シアトル

在住の小林 竑一さんが来日される機会に、北米における日本庭園の新しい潮流について、お話を

伺い、日本庭園の意義を考える新たな視点を得ようというものです。 

＊ 北米における日本庭園の新しい潮流を展望する：（１）ブラウン博士と加藤友規の会談より語

られた事、（２）癒しの庭の拡大 （３）庭園建設目的の日本文化攪拌にともなう多様および

拡大化から （４）北米日本庭園協会の活動より、（４）小林の創作活動より  

＊ 日系アメリカ*カナダ人収容キャンプにおける Defiant Gardens とその遺産 

＊ Bellevue の Seko Garden の保存計画より考えること 

＊ 海外とくに北米における日本庭園とは何ですか？どのように語られますか？ 

 

多くの皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。 

 

■ 小林 竑一氏略歴 

京都大学を１９６８卒業後、カリフォルニア州立大学バークレー校で修士１９７２、オハイオ州立大学助教授, 

Jones & Jones, City of Bellevue (Planning), Sugio Kobayashi Ullman Inc.などを経て１９８１より Kobayashi 

Associates 

●レクチャー終了後 意見交換会を予定しています。ご都合の許す方はご参加ください。 

 

■ 定 員 ： 25 人程度（定員を超えた場合は先着順とさせていただきます） 

■ 参加費 ： 無料 

■ その他 ： 本セミナーは、造園 CPD 認定プログラムとして申請中です 

■ 問合先 ： 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 狩谷・岩田  

         〒103-0004 東京都中央区東日本橋 3-3-7 近江会館ビル 8階 
         TEL 03-3662-8266 FAX 03-3662-8268 mailto:info@cla.or.jp 

■ 申込方法： 平成 29 年 10 月 5 日（木）までに申込書をメール又は FAX でお送り下さい。 

 

 

 

 

 

造園 CPD認定プログラム申請中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
■会場案内図        東京都中央区東日本橋 3-3-7 近江会館ビル８階 TEL:03-3662-8266 

 

【最寄駅】 

都営新宿線「馬喰横山」 

Ａ２出口 徒歩１分 

都営浅草線「東日本橋」 

Ａ２出口まで 徒歩３分 

ＪＲ総武線「馬喰町」 

Ａ２出口まで 徒歩３分 

 

 

 

 

 

 

 

 

申 込 書 
FAX：03-3662-8268 又は E メール： info@cla.or.jp 

１０月１０日レクチャーに参加します。 
氏   名：              造園 CPD  ID              
（ CLA 会員 ・ 非会員 ・ 学 生 ）          
会社・所属：                                  
TEL 番号：              FAX 番号：              
E メール：              

★意見交換会   意見交換会に参加（する・しない）  （参加費3,000円／人の予定） 

                                         
                                         
                                         
※造園 CPD 単位の自動登録を希望される方は、ID を漏れなくご記入ください。 
 記入なき場合には、ご自身で登録いただく｢自己登録｣となります。 
※ご記入いただいた個人情報は、セミナーに関するご連絡、その他正当な目的のためのみに使用し、個人情 
 報保護法に基づき適正に管理いたします。 

該当する方に、○印をお付け下さい。 


